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要旨要旨要旨要旨 

 本研究は、日本語学習者にとって習得困難とされるオノマトペが、義務教育である小中

学校の最新の国語教科書ではどのように取り扱われているのかを調査し、日本語教育への

応用を考察することを目的とする。 

 これまで小中学校の国語教科書のオノマトペを調査したものは、小野他（1999）が光村

図書出版株式会社の小学校 1 年生から 6 年生の国語教科書から、擬音語・擬態語の使用実

態を分析したもの以外は、稿者が調査した限りでは見られなかった。 

『新版日本語教育事典』（2005）では「日本語の語彙の特色」の一つとして擬音語・擬

態語が取り上げられている。筧（1986）は、文学や表現言語でオノマトペの使用がなけれ

ば、その魅力を失っていただろうと、オノマトペの魅力について述べている。 

天沼（1974）は、日本語学習者にとってオノマトペは分かりやすい言葉でもなく、自由

に使える言葉ではないと述べ、オノマトペの習得の困難さについて述べている。また、陳

（2007）は日本語の特色の一つであるオノマトペは、日本語学習者にとっては難題である

とし、オノマトペは日本語学習者にとって習得困難な言語項目の一つとして挙げている。 

また、田守（2008：70）はオノマトペには、「臨時的に用いられるその場限りのもの」

と「言語体系に組み込まれて、語彙として定着しているもの」があり、前者を規則性が低

い「非慣習的なオノマトペ」、後者を一定の規則性がある「慣習的なオノマトペ」であると

述べている。このような、非慣習的なオノマトペと慣習的なオノマトペの存在が、日本語

学習者にとっては習得困難な一因と考えられる。 

一方、安居(1986)は中学校一年生を対象にオノマトペの語彙指導を行った。その結果、

母語話者児童においてもオノマトペのうち擬態語の習得が不十分であると分析した。 

玉村（1989）は、国立国語研究所報告 78『日本語教育のための基本語彙調査』（1984）

から最重要語 18 語、重要語 42 語、合計 60 語を日本語教育において扱われるべきオノマト

ペとした。また、三上（2007）は、日本語教育における基本語彙を選定した八種の文献に

ついて、どのようなオノマトペがいくつぐらい選定されているかを調査し、70 語を「基本

オノマトペ」の試案として提示した。 

 日本語学習者にとって習得困難とされるオノマトペであるが、日本語母語話者児童が使

用している、5 社から出版されている最新の小中学校国語教科書においては、どのような

オノマトペがどの程度出現しているのかを調査し、併せてオノマトペの学習項目を調査し

た。また、国は、国語科の学習指導要領及び学習指導要領解説書でオノマトペの学習をど

のように指導するのかを調査した。 

 その結果、小中学校全教科書中のオノマトペの異なり語数は 1,109 語、延べ語数は 9,311

語であった。語彙調査ではよく使われる語は数が少なく、あまり使われない語は数が多い

との先行研究(真田 1977)がある。本稿においても同様の結果を示した。 

 前述の調査結果を受け、高頻度のオノマトペから、93 語を選定し「初級から指導する基

本オノマトペ」として提案したい。この見出し語 93 語は全見出し語 1,109 語の 8.38％で

あり、見出し語 93 語の延べ語数 5,463 語は、全延べ語数 9,311 語の 58.67％にあたる。 

 10％弱である 93 語のオノマトペを学習することにより、出現するオノマトペの約 60％
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が習得できることになる。 

 さらに、93 語それぞれの相関係数を算出した。正及び負の相関関係、相関関係の高低に

より、どの級から指導すべきかの目安となり、教育実践上の有益な情報として役立つと考

えられる。 

 本稿ではオノマトペの数量を調査したが、それは「語の形」だけであり「意味」は考慮

していない。多義のオノマトペは、意味ごとの頻度と併せて、類義語も指導できる副教材

の作成が急務である。また、清濁音のオノマトペをセットで指導できる副教材の作成も学

習者のオノマトペの理解を促し、適切な運用能力の養成に役立つと考える。このようなオ

ノマトペの「質」の研究を今後の課題とする。 
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